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日本 で発見 されたオ リヤー語 の 『マハーバ ー ラタ』

につ いて

Shobha Ram DASH

は じ め に:約400年 前 に書かれ たイ ン ド東部 オ リッサ州 の貝葉 写本 が,日 本 の

愛媛県津島町 に江戸時代中期(18世 紀)ご ろか ら伝 え られて いる と言われて いる.

津島 町社会教育課 か らの依頼 に より大 谷大学名誉教授長 崎法潤 博士 を中心 に して

龍谷大学 非常勤講 師柏原信 行氏及 び筆者 も参加 して2001年 よ り本格 的な調査が

始 まった.そ の後,当 貝葉 を 「津 島貝葉 」 と名付 けて,ロ ーマ字校 訂 と和訳 の作

業を続 けてい る.2001年 に はオ リッサ州での現地調査 も行 って,専 門家 の方々 よ

りオ リッサ地区の貝葉写本 に関す る貴重な指導 も受 けた.

津 島 貝 葉 の 紹 介:津 島貝葉 の推測書写年代 は17世 紀 の初 め とされ る.こ れ は

中世オ リヤー文字 を使用 して中世 オ リヤー語で書 かれて いる.221葉(両 面記載)

か らな るこの写本 は,15世 紀 半 ばのオ リッサ 州の有 名な詩人 サ ー ララーダーサ

に よって書 かれ た 『マハーバ ー ラタ』1)の 「森林 章」 の第1部 で ある.な ぜな ら

ば,貝 葉 の初 めの行 に"srimahabharata aranyaka parba prathama kpanda lekhnah"す

な わ ち 『マハーバ ー ラタ』 の 「森 林章」 の第1部 と記 して あ り,最 後(321-b葉)

に"sri aranyaka parba prathama khanda sampttrna"す な わ ち 「森林 章 」 の第1部 の

完成 と書かれ てい るこ とか らで あ る.内 容 的 にも間違 いな く叙事詩 『マハーバ ー

ラタ』 の 「森林章 」の第1部 で ある ことが明 らかで ある.オ リヤー文学,特 に中

世期 のオ リヤ ー詩 には,バ ニター(bhanita)と 言 わ れ る語 り手 の名前 を文 中や文

後 に挿入す る ことが伝 統的 に記 されてい る.当 貝葉 にも文 中に何 回 もサー ララー

ダーサが語 り手 であ る と示 され てい る.こ れ らの こ とか らも,津 島貝葉がサー ラ

ラー ダーサ に よって書 かれたオ リヤー語 の最 も有名 な 『マハ ーバー ラタ』の写本

であ るこ とが明 白であ る.

詩 人サー ララーダーサ の人生 の歩みは明確 に知 られてい ないが,15世 紀 半 ばご

ろに 『マハ ーバ ーラタ』 を書 き始 めて いた こ とが知 られて いる3).本 名 は シ ッデ

シュアル ・パ リダーで あった.彼 はシ ュー ドラカー ス トの人 であって,聖 者の よ

うな人物で あったため 「シュー ドラムニ」 と呼 ばれ た.正 式 の教 育を受 けた こ と
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が な く,サ ンスク リッ ト語 もで きなかった ようで あるが,サ ラス ワテ ィー女神 の

恩恵 によって詩 才が身 につ いた と伝 え られてい る.こ の ことは,津 島貝葉及 び彼

の多 くの作品 に述 べ られ てい る.故 に,彼 は自分 の こ とを 「サー ララー ダー サ」

つ ま りサ ラス ワテ ィー女神 の僕(し もべ)と 呼んでい る.

調 査 による と,オ リヤー語やオ リヤー文字 の貝葉が 日本で発見 されたの は,当

貝葉 が最初 の ようであ る.

津 島 貝 葉 の 詳 細 情 報 一 覧:(1)標 題:Mahabllarata,Aranyaka-parba,prathama-

khanda,(2)著 者:SudramuniSrisaraladasa,(3)書 写 年代:17世 紀 初 め,(4)書

写 地:イ ン ド東部 ・オ リッサ州,(5)使 用 語:中 世 オ リヤー語,(6)使 用 文字:

中 世 オ リヤー文 字,(7)数 量:221葉(両 面記載),(8)寸 法(横 ×縦):46.4×

2.7～3.8cm,(9)綴 穴 位 置:中 央一 個,(10)保 存 状 態:や や 良好,(11)記 入 行

数::各 葉 の代表 的行数 は4行,(12)記 入 寸法:各 葉記載面 の代表 的寸法(横 ×縦)

41～41.5×1.8～2.3cm,(13)文 字 密度:10cm内 で の平均 的記入密度 は20～25文 字,

(14)奥 付:無 し,(15)備 考:(i)竹 の夾板 がつ いてい る,(ii)最 初 と最後 に文

字 記入 されていない数枚の葉が ある,(iii)サ ー ララダーサ によって書かれ た 『マ

ハーバー ラタ』全体 の10分 の1程 度.

津 島 貝 葉 の 内 容:当 貝葉 はガ ネ シャ神 への祈願 文か ら始 まる.物 語 はアガス

テ ィ聖者が語 り手 となってバイバ スタ ・マヌ王 の質 問 に次 々 と答 えて行 く構 成 と

な ってい る.最 初 の物語 はパ ンダバ兄弟が従兄 のカ ウラバ兄弟 とサイ コロの試合

をす る ところか ら始 まる。 その結果,パ ンダバ兄 弟が負 けて罰 として13年 間森

へ行 って生活 をす ることが中心の話題 であ る.そ の間 にあった様 々な出来 事が詳

細 に描かれ る.例 えば,パ ル シュラーマ の誕生 と彼 の両親へ の深 い愛情 の話,ア

ルジ ュナの息子 ア ビマニ ュの誕生 の話,ナ フシャ王がイ ン ドラになった後 蛇 にさ

れた話,カ ル ナ王 とハ リシ ュチ ャン ドラ王 の誓いの話,ヒ ラナ ・カパ チ ャ鬼 によ

るジ ュデ ィスティラの誘 拐,ア ル ジュナに よるヒラナ ・カパ チャ鬼 の殺 害,鶴 に

身 を変 えた ダル マ神 とジ ュデ ィス テ ィラの哲学 的な討論,ビ ーマ の息子バ リー

べ一 ラー ラ とカウ ラバ軍の戦 い,ド ラウパ デ ィーの五人 の息子 の誕 生,カ ル ナ王

誕 生 の話,ガ ンガ ー女神(ガ ンジス川)が 地上 に降 りて来 て人 々を救 った話,ア

ル ジュナによるニク ンバ鬼の殺害 な ど有名 な出来事が述べ られてい る.ア ル ジュ

ナ によって このニ クンバ鬼の殺 され る話 が当貝葉の最後 の物語 とな ってい る.前

述 の よ うに 「第一部」 と書 かれて いる ことか ら当貝葉 はこれ だけで完結 してい る

もので はな くて,恐 ら く続 く第二部以 降が存在 して いた と考 え られ る.「 森林章」

871



(243)日本 で 発 見 され た オ リヤ ー語 の 『マ ハ ー バ ー ラ タ』につ いて(Shobha.Rani.DASH)

の残 りの話 は当貝葉で は欠 けてい るが,恐 ら く第二部 に記 されてい るであ ろう.

津 島 貝 葉 の 特 徴:津 島貝葉 には幾つか の著 しい特徴が見 られ る.① 当貝葉 は平

均46cm余 りの長 さにも関わ らず 中心 に一 つだ けの綴穴 があ る.② 一葉 あた り3

行 ～5行 の行数 が見 えるが,最 も多 い行 数 は4行 で ある.③ 各葉 の左 上 にアラビ

ア数字 のオ リヤー文字表記で貝葉写本 の番号が記入 されてい る.④ 文字 の形や書

き方が所々異 なっているため,複 数 の人(少 なくとも3人)に よって書写 されて い

る と思 われ る.⑤ 全 体的 に標 準語 の中世 オ リヤー語(祈 願文の部分はサンスクリッ

ト語)で 書 かれて いるが,文 中にgaria,kelai,puta,murdhuna,arasti,daladaliな

ど西オ リッサ の方言 も見 られ るので,書 写 した人の少 な くとも一 人が西オ リッサ

出身 で あった と考 え られ る.⑥ 津 島貝葉 に竹 の カバ ー(夾 板)が 付 され てい る.

オ リッサ には竹 のカバ ー と木 製 のカバ ー両 方 が見 られ るが,長 期保 存 のため に

竹の カバ ーを木製 に入れ替 える こともよ くある.⑦ オ リヤー語 で出版 されて いる

『マハーバー ラタ』 に は 「bana parba」 と なってい るが,津 島貝葉 のみがサ ンス ク

リッ ト語 の 『マハーバー ラタ』3)の 表現 と同 じ く 「aranyaka parba」 に なって い

る.両 方 の語句 は同 じ意味 を持 ってい るが,表 現が異 なってい る.⑧ 最 も興味深

いの は,登 場人物 や地名 な どがオ リッサ独特 の ものであ る点 であ る.例 えば,『 マ

ハ.._バ ー ラタ』の主人公 の中の一 人 クリシュナ神 はオ リッサ州の最 も有名 なジャ

ガ ンナータ神 として表現 され てい る.通 常手足の ない姿 で表 され るジャガ ンナー

タ神 はク リシ ュナ神 と同様 にガルダ鳥を乗 り物語 中において全 く同 じ働 きをす る

の であ る.そ して,ク リシ ュナ神 は現 在 の ウ ッタ ラ ・プ ラデー シュ州 のマ トゥ

ラー近辺 で活躍 していた とされてい るが,津 島貝葉 のク リシ ュナ神 はオ リッサ 出

身で ある.さ らに,恐 ら く高 く評価 す るため にか,彼 はシュー ドラで はな くバ ラ

モ ン として描 かれてい る.さ らに,オ リッサ独特の料理 とオ リッサ州の有名 な川

の名前 も書かれてい る.

こ のよ うな例 が他 にも数多 く存在 す る.こ れ らの特徴 は,で きる限 り 『マハ ー

バー ラタ』 をオ リッサの人 々に馴 染ませ るため にオ リッサ の風 習に基 づ いて書 か

れたた めに生 じた もので あろ う.故 に,こ れは 『マハーバ ー ラタ』の単な るオ リ

ヤー語訳 で はな く,オ リヤー版の 『マハーバー ラタ』 にな ってい る.

結 び:『 マハ ーバ ー ラタ』 は親族 間に起 こった戦争 の話 であ るので,オ リッサで

は家庭 で これ を読 諦 しない習慣 があ る.そ れはバー ガバ タ ・トゥンギ(bhagabata

tungi)と 呼 ばれ る聖典 を唱え る特別 な場所 で も読誦 しない.そ れに比べ 「森林章 」

は,道 徳や哲学 的な話,巡 礼 の話 な どが数 多 く含 まれて いるため,よ く読 誦 され
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る.こ のことからも津島貝葉の重要性を評価することができる.

津島貝葉が どのようなルー トで日本に伝えられたかは不明であるが,オ リッサ

から海路で伝えられた可能性が高い.オ リッサ州の人々は昔か ら東南アジァ,特

にインドネシアのバ リ島,ス マ トラ島,ジ ャワ島などと海路交易で活躍 していて,

文化的な影響 も与えていたことが良 く知 られている4).故 に,津 島貝葉はオリッ

サからインドネシアへ,そ してインドネシアから海路で日本に持ち出された と推

測される.そ して,オ リッサでは 『マハーバーラタ』や 『ラーマーヤナ』を書写

して嫁 ぐ娘に嫁入 り道具の一つ として贈るという風習があったので,こ のような

方法で誰かによってオ リッサか ら持ち出された可能性も無視す ることができな

い.

さらに,『 日本書紀』や 『日本霊異 記』に記されている日本の最初の仏像造 り

の神話 とオリッサの守 り神ジャガンナータ神の神像造 りの神話に,例 えば,香 り

を発す る大 きな流木か ら王が神像を造る話など類似点が多いため,オ リッサ と日

本は昔から何らかのかたちで関係を持っていた と言えるのではないであろうか5).

津島貝葉の研究は,イ ンド,特 にオリッサ州 と日本の文化 との様々な関係の一

側面を明らかにすると期待されている.

注:

1)一 般 的 に は 『サ ー ラ ラ ・マ ハ ー バ ー ラ タ 』 と し て 知 られ て い る.こ れ に 関 して 以 下 の

二 つ の 出 版 物 が あ る 。1.Dharma Grantha store(ed,)Cuttack,1999-2000;3.Dr.Arttaballabha

  Moranty (ed.), the Department of Culture, Government of Orissa, 1966. 

2) Bhoi, D. N. & Bakshi, P. "Sarala Dasa, the Originator of the Oriya Literature", Orissa Review, 

 Bhubaneswar, 2004, p.57.

3)The Bhandarkar Oriental Research Instituteに よ って 出 版 され た 『マ ハ ー バ ー ラ タ』 に は

「aranyakaparva」 と表 記 さ れ て い る.な お,オ リヤ ー語 に 「va」の 文 字 が な く,「va」 に

当 る全 て の文 字 が 「ba」 と表 記 され る.

4) Patra, B., "Kalinga in South East Asia", Orissa Review, 2004, p.15; Patel, C., "Odisa o 

 indonesiara pracina samskrtika o banijyika sarpparka", Utkala Prasahga, 2004, P.10.

5)こ の 点 に 関 して は,拙 論 「Correspondences Between the Jagannatha Myth and Early

Japanese Writingsl『 ジ ャイ ナ教 研 究 』 第8号,2002年,を 参 照.

〈キ ー ワー ド〉 オ リヤ ー 語 文 献,貝 葉 写 本,オ リ ッサ(Orissa),Mahabharata,Saraladasa

(日本 学 術 振 興 会 外 国人 特 別 研 究 員)
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world to the end, the Jain cakravartins renounce worldly pleasures and enter 
nirvana; the last (fourth) chapter of the Harisenacariu describes it in detail. 

Some Jain Ramayana texts contain the biography of Harisena. To locate 

the Harisenacariu in the tradition of Jain Ramayanas, the story of Harisena 
is comparable with the Paumacariya, the Padmapurana, the Paumacariu 

and the Trisastisalakapurusacarita. According to V. M. Kulkarni, the Pau-

macariya is the oldest and divided into three branches. Among them, the 
Padmapurana resembles the Harisenacariu in plot. However, the Pauma-

cariu simplifies Harisena's story. 

Although Harisenacariu has many rhetorical expressions and the Trisasti-
salaka-purusacarita abounds with them, these are different from each other 

both in plot and proper names. 
 We can conclude that the Harisenacariu belongs to the Padmapurana 

branch, not derived from the Paumacariu, and that there is no direct connec-
tion with the Trisastisalakapurusacarita. 

157. A Study on the Oriya Mahabharata Discovered in Japan 

Shobha Rani DASH 

A palm leaf manuscript of the Oriya Mahabharata written by the famous 

Oriya poet Sudramuni Srisaraladasa of the mid 15th c. was transmitted to 
Tsusima-cho of Ehime prefecture in Japan during the 18th century A.D. It is 

assumed that the manuscript was transcribed in the beginning of the 17th c. It 
was written in the medieval Oriya language usingthe medieval Oriya script 

except the invocation to Lord Ganesa, which is in Sanskrit. It consists of 221 

leaves (transcribed on both sides), a few blank leaves and a bamboo cover. In 
the beginning and the end of the manuscript it mentions clearly that it is the 

first part of the Aranyakaparba of the Mahabharata. It is a typical manu-
script of Orissa, an Eastern state in India. The most interesting point to note 

is that it is not just an Oriya translation of the Sanskrit Mahabharata, but is 
an Oriya version of it. Since 2001, I have been working on its romanized 
edition and Japanese translation along with Mr. Nobuyuki Kashiwahara and
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Prof. Hojun Nagasaki as the chief. A new relationship between Orissa and 

Japan is expected to be explored from the research of this manuscript. 

158. The Uses of atas and atra in the Maitrayani Samhita 

Kyoko AMANO 

The Vedic pronominal adverbs alas and atra have often been assigned to 

the paradigm of idam, the pronoun of proximal deixis. It is not possible, 
however, always to understand them in the sense of 'from here' and 'here'. 

The Vedic pronominal system is constituted by three pronouns of contextual 

reference (sa-/td, esa-/eta-, ena-/a-) and two pronouns that refer to space (proxi-
mal idam, distal adds). The adverbs tabs and tatra belong to the paradigm of 

sata; itas and iha to that of idam; amutas and amutra to that of adas. But 

esa-/eta- and ena-/a- are without formally corresponding ablative and loca-
tive adverbs. On the other hand, alas and atra must have their proper place 
somewhere in the pronominal system. 

A survey of all the 61 examples for alas (26) and atra (35) in the Maitraya-
ni Samhita has led to the following result: The sentences including alas and 

atra often play the same role as the sentences with the 'anamnestic' pronoun 

esa-/eta-. Typically, they give the reason of a contextually evident ritual act. 
In many atra examples (26 of 35), no preceding noun is found to which the 

adverb could refer, and a meaning 'in this (ritual) situation (evident from the 
context)' is strongly suggested. One example of atas refers to something that 

is not explicitly mentioned by a preceding noun, but can be understood from 
the context. This particular usage is reminiscent of the way in which ena-/a-

is used. This usage will be discussed as a case of 'anaphoric-associative' ref-
erence. 

159. On the Meaning of sam-sarj/srj in the Vedic Literature 

Sunao KASAMATSU 

Little attention has been paid to the meaning of sam-sarj/srj when the
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